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研究成果の概要（和文）：自由生活性ケダニ類では日本に唯一存在する標本である芝実先生のプレパラート標本
コレクションについて，約11,500件のデータベース化をおこなった．ケダニ類，及び，ニセササラダニ類につい
て遺伝子解析を行った．また，ケダニ類の新種記載，および，日本からの新記録などの報告を行った．近年，コ
ンクリート建造物で被害が増加しているアナタカラダニ属のダニについても，系統地理学的にめざましい成果が
得られた．

研究成果の概要（英文）：A database was made on the preparatory collection (11,500 preparations) of 
Professor Shiba as the only prostigmatid collection in Japan. Genetic analyses were performed on 
some groups of Prostigmata, and some new species and new records of prostigmatid mites from Japan 
were discoverd in this project. In addition, remarkable results of genetic analysis as a first 
report was published on the mites of the genus Balaustium with increasing complaints in concrete 
buildings in recent years.

研究分野：動物分類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 （1）日本産ダニ類のうち，ケダニ類は日
本産の既知種の約 40%を占め、推定未知種数
も最も多い．土壌環境に生息する自由生活性
ケダニ類は，国内では 1963 年に森川国康先
生が研究を始め，芝 実 先生（松山東雲女子
短期大学）が，その研究を大きく発展させた．
標本数はプレパラートボックスにして，600
箱以上におよんでいる．現在，ほかに自由生
活性のケダニの研究者がおらず，膨大かつ国
内唯一のコレクションの整理がなされない
と，日本のダニ学が崩壊するほど影響力を持
つため，危機的状況であった． 
 （2）ケダニ類は，多くの分類群を内包し
ながら，多様過ぎる分類群のために，高次分
類が手つかずの状態になっている．（a）
Krantz and Walter (2009) によって，新し
いダニ類の高次分類体系が提案された．コナ
ダニ類，ササラダニ類，ケダニ類の一部（＝
ニセササラダニ類）を，形態情報に基づいて，
ひとつのグループとした「新しいササラダニ
類」が提唱された（安倍ほか, 2009）．妥当
性には諸説あるが，遺伝情報に基づいた解析
により，受け入れられつつある（Dabert et al, 
2010 など）．（b）本来のケダニ類（残りの大
多数）の高次分類体系は，遺伝情報に基づい
た体系が提唱されておらず，分類学者によっ
て体系が異なっているのが現状である． 
 
２．研究の目的 
（1）ケダニ類の標本データベースの作成． 
（2）日本産ケダニ類のタイプ標本の整理と
確認，及び，トポタイプの採集．また，芝実 
氏（研究協力者）により同定されたケダニ類
の DNA 用サンプルから，ケダニ類で重要とな
る系統関係を明らかにし，高次分類体系の改
定に寄与する．（a）このニセササラダニ類と，
本来のケダニ類との関係，及び，（b）本来の
ケダニ類（残りの大多数）の高次分類体系に
関する情報を蓄積する． 
 
３．研究の方法 
（1）コレクションの精査を行い，データベ
ースを作成する．修復可能なものは迅速に修
復する．（2）タイプ産地等からダニを採集し，
種分類の再検討を行い，トポタイプ標本・バ
ウチャーを整理・保管する．（3）芝実 氏（研
究協力者）により同定されたケダニ類の DNA
用サンプルから，すでに開発してある非破壊
的抽出法（Ota et al., 2011）を用いて，ダ
ニで，広く系統解析に利用される核 28S rRNA
遺伝子 D3 領域（Maraun et al., 2003），核
18S rRNA 遺伝子，ミトコンドリア COI 遺伝子
の塩基配列を決定する．ケダニ類で重要とな
る系統関係を明らかにする． 
 
４．研究成果 
（1）コレクションのデータベース化 
 自由生活性ケダニ類では日本に唯一存在
する標本である芝実先生のプレパラート標

本コレクションについて，芝実先生御自身の
ご協力を得て，手書きの採集データを現在の
地名にマッピングし直し，採集日，分類群名
などのラベルを付け直し，エクセルシートに
入力し，約 3500 件（2015 年度），約 4000 件
（2016 年度），約 4000 件（2017 年度）のデ
ータベース化をおこなった．膨大なコレクシ
ョンのため，かなり急いだが，すべての標本
を終わらせることは出来なかった．しかしな
がら，日本に生息しているケダニ類の重要な
分類群のいくつかについては，整理とデータ
ベース化が完了した．今後，継続して整理を
行う． 
 自由生活性ケダニの分類学文献を収集生
理し，かつ PDF データベース化した．森林な
どだけではなく，住居および潮間帯のケダニ
相についても，これまで国内から得られた知
見の整理を行った．これらをもとに日本から
記録のあるケダニ類の目録作りが完成した．
まもなく日本産ケダニ類目録として，公開さ
れる予定である． 
 なお，未整理の“ケダニ”標本を整理した
ところ，現在 10 科のニセササラダニ類に，
11 科目の新科新属新種となる未記載種が日
本から発見された． 
 
（2）ケダニ類の系統解析 
 ケダニ類と「新しいササラダニ類」との類
縁関係で重要なニセササラダニ類について
遺伝子解析を行い，未記載種の標本の整理を
行った．また，これまで得られていなかった
クシゲケシダニ科（新称提唱：雑誌論文①）
の塩基配列情報を得た．姉妹群となるダニの
塩基配列情報を得ているので，今後，さらに
系統関係について解析を行う． 
 ダニ類全体の高次分類体の和名について，
和名改称を以下のように提案した（雑誌論文
①）．胸穴ダニ上目 Parasitiformes，胸板ダ
ニ 上 目 Acariformes ， 汎 ケ ダ ニ 目
Trombidiformes ， オ オ ケ ダ ニ 団
Parasitengonina ， 汎 サ サ ラ ダ ニ 目
Sarcoptiformes ， ク シゲマメダニ亜目
Sphaerolichida，オタイコマメダニ上科
Lordalycoidea ， ク シ ゲ マ メ ダ ニ 上 科
Sphaerolichoidea． 
 近年，分子遺伝情報によってダニ類 Acari
の単系統性は支持されていないため，一般的
にコンセンサスを得られた体系の中には存
在せず，該当する分類階級はないことについ
ても，あわせて解説した（雑誌論文①）． 
 ケダニ類の新種記載，および，日本からの
新記録などの報告を行った．特にこれまで，
日本から種レベルの記録のないカタツムリ
寄生性のカタツムリダニ科のダニであるワ
ス レ ナ カ タ ツ ム リ ダ ニ Riccardoella 
tokyoensis Waki& Shimano, 2018 を東京目黒
にある都立林試の森公園から新種記載した
（雑誌論文⑤）．本種は，大きさ 0.5 ミリほ
どで，カタツムリの体表や肺の中に寄生して
いた. 



 また，1986 年にフランスで発見，新種記載
されて以来、全世界で発見記録がなかったダ
イ ダ イ カ タ ツ ム リ ダ ニ Riccardoella 
reaumuri Fain and van Goethem 1986 を沖縄
（沖縄島）から得て記録した（雑誌論文⑥）．  
 近年，コンクリート建造物で被害が増加し
ているアナタカラダニ属のダニについても，
当初予期していない成果が得られた．日本に
は，北海道から沖縄までの広い範囲で，体長
1 mm前後の比較的大型の全身が赤～赤橙色の
ダニが，ビルの屋上や住宅のベランダなどコ
ンクリート表面で大量発生する事が知られ
ている．関東地方では 4月下旬から 6月にか
けて発生する．その真っ赤な体色から，1980
年頃から不快害虫として駆除対象にされて
いる．特に，医療系，化粧品系の生産工場は， 
窓などからこのダニが侵入し，血に見える赤
い色のダニが製品に混入することによって，
苦情につながり，このダニの防除が深刻な課
題となっている． 
 以前は，海岸の岩の上で発生する赤いダニ
もコンクリートの表面の赤いダニも，ハマベ
アナタカラダニとよばれていたが，芝（2001）
が，幼虫標本と日本全国の標本に基づいて，
コンクリートの表面の赤いダニを，カベアナ
タカラダニ Balaustium murorum (Hermann, 
1804) とし，海岸のものにハマベアナタカラ
ダニと言う和名をあてた．他に 5種が日本に
は産するとしている． 
 カベアナタカラダニはヨーロッパ（原記載
はフランス・ストラスブール）で記載された
種であり，基本的な分布域は旧北区の西部領
域とされている．本種は 2010 年にドイツ・
ゲルリッツの標本に基づいて Mąkol (2010) 
によって再記載された．本種はすべてのステ
ージにおいて花粉を中心に摂食していると
されている（Yoder et al. 2012）．その他，
生活史や行動に関する報告も行われており，
45℃以上の高温のコンクリートの表面でも
生活できると考えられている（Woltmann, 
2000; Yoder et al. 2008; 花岡 2008; 高倉・
高津 2008; 大野 2015 など）． 
 2017 年までに，多くの方の協力によって
170 地点をこえるサイトから，いわゆる「カ
ベアナタカラダニ」と「ハマベアナタカラダ
ニ」を採集した．その遺伝子配列（核 18S rRNA
遺伝子，ミトコンドリア COI 遺伝子）の解析
結果から，日本国内にはヨーロッパのカベア
ナタカラダニ個体と同一のハプロタイプを
含む集団が広域に分布していることが明ら
かとなった（雑誌論文⑦）．国内のアナタカ
ラダニ属の数種Balaustium spp.は,隠蔽種と
して全部で 7系統が確認された.  
 ミトコンドリア COI 遺伝子の塩基配列解
析よれば，(i) 広域に出現するカベアナタカ
ラダニ, (ii) 関東周辺とスイスとでハプロ
タイプを共有するアナタカラダニ属の一種
Balaustium sp. 2 の 2 つのクレードは，ヨー
ロッパからの移入種という仮説を否定しな
い．しかし，日本産とヨーロッパ産のカベア

ナタカラダニ個体に基づく，MIG-seq 法を用
いた遺伝構造の詳細な解析結果は，その仮説
に疑問を呈するものであった． 
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